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 研究要旨  

先天性視覚障害に進行性感音難聴を合併した、視覚聴覚二重障害の患者に人工内耳手術を施
行した。12例に対して聴覚再獲得のために人工内耳手術を行い、その効果をマッピングのたび
に調べ、そのアウトカムを明らかにすべく研究した。その結果、全例が聴覚を再獲得しQ.O.L.
の著しい改善が明らかとなった。さらに新たな評価方法として触覚を利用したToken Test K-S
版を世界で初めて開発し、有用な方法であることを明らかにした。 

 
 
Ａ．研究目的 
 先天性視覚障害と、進行性感音難聴を合併し
た視覚聴覚二重障害児（者）を含む症例に対し
て、①人工内耳手術により聴覚を再獲得できる
か研究する。②視覚障害者用の触覚を利用した
聴覚認知テストを開発する。 
 
Ｂ．研究方法 
1．人工内耳手術を行い、術後に聴覚を再獲得し、
Q.O.L がどの程度のレベルに達するか聴覚:
認知テストを行う。 
2．視覚障害者の人工内耳の効果を調べるために、
新しく触覚と聴覚を組み合わせた Token 
Test K-S 版を開発する。 
(倫理面への配慮) 
 人工内耳手術は informed concent をとって進
める。 
 
Ｃ．研究結果   
１．人工内耳手術の結果、全例で聴覚は再獲得
された。その結果、再び学校教育を受ける、
マッサージ師としての仕事を再開する、旅行、
編み物の学習などQ.O.L.が改善した。 
2．Token Testを触覚でさわる聴覚テストを開発
しToken Test K-S版と名付けた。1例のみで
はあるが試みたところ、十分に役に立つこと
が判明した。 
  
Ｄ．考察 

本研究では、視覚聴覚二重障害児（者）の聴
覚障害に対する人工内耳手術は、聴覚障害のみ
の患者に対する人工内耳手術と同様に聴覚の再
獲得がされることがわかった。術前の視聴覚二
重障害のために生じたコミュニケーション障害
による社会的に孤立した状況から、術後の聴覚
の再獲得により社会と教育への復帰と社会活動
の復活を可能とすることが明らかとなった。従
って、視聴覚二重障害への人工内耳手術を医学
的、教育学的、社会学的に積極的にすすめるこ
とを奨励したい。今回新たに視覚障害者用に開
発した触覚を視覚の代わりに利用した Token 
Test K-S 版は聴覚評価に有用である。今後視覚
聴覚二重障害者に対して応用してその有用性を
明らかにする必要がある。 
 
Ｅ．結論 
1．視覚聴覚二重障害に対する人工内耳手術は、
聴覚の再獲得を実現させ、社会と学校への復
帰と社会生活への復活を可能にする。 
2．触覚を利用した新たに開発した Token Test 
K-S 版は視覚障害者の聴覚認知の評価に期待
できる新しいテストとして期待される。 
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